
人生これから!!

生きがい
サロン
生きがい
サロン

われら元気シニアわれら元気シニア 問福祉対策課
地域包括支援センター係

☎028（677）6080

　芳賀町のシニア世代は、若者に負けないくらい元気で、健康や生きがいづくりのため
毎日を楽しんでいます。そんなシニア世代が中心となって活動している団体を紹介します。

参加者からひとこと

工業団地管理センターサロン工業団地管理センターサロン
vol.15vol.15

●開催場所 工業団地管理センターサロン
●開催日時 毎週金曜日 9：00～12：00
●参加者数 7人
●活動内容 言葉あそび、手話、
 工作、体操など

・ここへ来るのがとても楽しみ。
いつもにぎやかに和気あいあ
いと過ごしています。

・雑貨など、小物を作るのがと
ても楽しいです。

・こちらで体操を始めてから、
足が軽くなりました。

　

今
年
、
茂
木
町
烏
生
田
に
「
も
て
ぎ
の
森
ダ
リ
ア
園
」
が
開
園
し
ま
し
た
。
9
月
中

旬
か
ら
見
頃
を
迎
え
、
10
月
下
旬
ま
で
4
0
0
種
類
約
１
０
０
０
本
に
も
の
ぼ
る
ダ
リ

ア
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。
こ
の
園
を
経
営
す
る
の
は
、
下
延
生
に
お
住
ま
い
の
長

谷
川
亮
さ
ん
で
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
約
８
年
前
か
ら
自
宅
で
30
種
類
ほ
ど
の
ダ
リ
ア
を
育
て
て
い
ま
し

た
。
ダ
リ
ア
に
出
会
っ
た
の
は
10
年
ほ
ど
前
に
訪
れ
た
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
と
の
こ
と
。

そ
れ
か
ら
ダ
リ
ア
に
興
味
を
持
ち
始
め
、
種
類
の
多
さ
、
花
の
大
き
さ
、
色
と
り
ど
り

の
花
び
ら
な
ど
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

秋
田
県
に
あ
る
ダ
リ
ア
園
に
足
を
運
び
「
い
つ
か
ダ
リ
ア
園
を
開
こ
う
」
と
心
に
決

め
た
長
谷
川
さ
ん
は
、
昨
年
末
、
知
人
か
ら
休
耕
田
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
開
園
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。「
土
壌
の
整
備
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
」
と
苦
労
を
に
じ
ま
せ
ま
す
が
、

「
ダ
リ
ア
を
見
に
来
て
く
れ
た
人
の
喜
ぶ
顔

が
見
た
い
」
と
い
う
強
い
意
思
を
持
っ
て
励

ん
だ
そ
う
で
す
。
自
費
で
整
備
し
、
多
く

の
人
に
ダ
リ
ア
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し
い

と
、
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
８
月
か
ら
今
年
の
倍
の
広
さ

で
ダ
リ
ア
の
花
を
咲
か
せ
る
予
定
と
の
こ

と
で
す
。「
芳
賀
町
か
ら
は
少
し
遠
い
が
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
来
年
も
、

多
彩
な
ダ
リ
ア
が
見
事
に
咲
き
そ
ろ
う
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

芳
賀
町

人
発
見
！

（
53
歳
・
下
延
生
）

長
谷
川　

亮
さ
ん

ダ
リ
ア
愛
好
家

�� ��������������

の
文
芸
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る　
　

皆
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

は
が

あなたの声を聞かせてね！
お便り待ってます！
●身近な出来事や町に関する要望・意見

　〈お便りの宛先〉  〒321-3392 芳賀町大字祖母井1020　企画課広報広聴係

短　

歌

俳　

句

川　

柳

皐月さん（稲毛田）

塚原ミネさん（祖母井）

高松イクさん（下高根沢）

文化協会会長　駿河富夫さん（稲毛田）からの投稿
感謝のこころ　芳書会展作品を見て
　第26回芳書会展示が総合情報館で実施されました。33点の見事な作品が
展示されていました。どの作品も素晴らしく、感動しました。その中の詩
で、私の心に残ったものがありましたので紹介します。
　限りある命　妬んだり憎んだりせず　いつも穏やかな心を持ち　誰にで
も公平な態度で接するそんな自分でありたいものです…
　芳書会の小林武一さんによる作品でした。人間として大切な事を学ばせていただきました。
ありがとうございました。

小林　操さん（下高根沢）からの投稿
　令和元年度の町民祭は晴天に恵まれ、老若男女が楽しまれたようですね。私は日赤ボラン
ティアの一員として、災害時の非常食の試食品作りのお手伝いをしました。レトルト食品を
使用したもの、無精米をお湯で炊いたものなど、いざという時に役立つものを知りました。
災害はいつやって来るかわかりません。各自が、自助、公助、共助の精神を持って日頃から
心がけをしたいと思います。

高松　イクさん（下高根沢）からの投稿
　11月10日毎年恒例の農協祭と共に町民祭が盛大に行われました。人出はお天気に大きく
左右されますが、今年は天候に恵まれ、絶好のお祭り日和となりました。どの会場も大勢の
人たちでにぎわい、お久しぶりとの挨拶からお互いに笑顔で接することができて楽しい１日
となりました。
　「晩秋の芳賀のお祭り町民祭」

鈴木モコさん（西高橋）

山
本　

妙
子
（
上
延
生
）

丸
山　

芳
江
（
祖
母
井
）

台
風
の
過
ぎ
去
る
後
の
青
き
ね
ぎ

面
影
な
く
し
頭
た
れ
伏
す

山
の
間
の
棚
田
の
稲
穂
は
実
の
り
よ
し

兵
隊
掛
け
は
秋
ぞ
ら
に
映
ゆ

ほ
ん
と
う
の
心
に
負
け
た
義
理
の
仲

石
川　

保
（
下
高
根
沢
）

大
谷
津　

眞
記
子
（
芳
志
戸
）

親
の
意
味
必
要
な
時
頼
ら
れ
る

熱
あ
つ
の
香
り
豊
か
な
塩
む
す
び

集
会
場
に
笑
顔
は
じ
け
る

佐
山　

美
代
子
（
下
高
根
沢
）

古
希
過
ぎ
て
も「
ま
だ
出
来
る
わ
」と

脚
立
乗
る
電
球
交
換
怖
々
終
え
し

岡
田　

ツ
ヤ
子
（
西
水
沼
）

真
の
友
誠
の
心
お
付
き
合
い

駿
河　

富
夫
（
稲
毛
田
）

新
し
い
畳
の
か
お
り
部
屋
に
満
ち

直
井　

啓
子
（
下
高
根
沢
）

枸
杞
の
実
の
紅
強
き
日
和
か
な

稲
川　

清
子
（
与
能
）

大
村　

か
し
子
（
下
高
根
沢
）

ツ
ー
リ
ン
グ
の
轟
音
立
て
て
鵙
日
和

北
井　

茂
子
（
東
高
橋
）

満
開
の
山
茶
花
紅
を
こ
ぼ
し
け
り

見
目　

ト
キ
子
（
東
高
橋
）

黄
昏
に
匂
ひ
残
せ
し
銀
杏
の
実

先
月
号
訂
正　

新
藁
の
匂
ひ
も
ろ
と
も
括
り
け
り　

見
目
ト
キ
子
（
東
高
橋
）
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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